
12/6(土)

南米から人と文化を迎える
～日系人社会と浜松～
イシカワエウニセアケ三(国際文化学科准教授) 

12/13(土)

外国語としての日本語
広瀬英史 (国際文化学科准教授) 

12/20(土)

多文化社会に向かう日本
～韓国の変化を視野に～
池上重弘 (国際文化学科教授) 

1/10(土)

中東から国民国家を考える
徳増 克己(国際文化学科准教授) 

1/24(土)

日本とビルマ(ミャンマー)
～過去･現在･未来～
田辺寿夫 (外部講師 ジャーナリスト )
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会場 :静岡文化芸術大学 (南棟 280中講義室)

時間 :13時30分～1 5時30分



多文化社会で生きる

南米から人と文化を迎える
～日系人社会と浜松～

イ シ カ ワ 工 ウ ニ セ ア ケ 三 個 際文化学科准教讃)

今年はブラジルへの日本移民 100周年ですが､ペルー､アルゼンチン､パラグアイ､ボリ

ビアなと､南米のほかの多くの固/Zにも日不人か移住しています1それそれの凶で､日

本移民はEl本の文化をヨ系2世･3世に伝え､塀ibでのE3素人社会が築かれてい賢7-｡

Tのような文化を請っている多くのEl系人か､今度は来巳することになり､浜松にも多

く住むようになりました,ここでは､南米と浜松の陶係に焦点を当てて､お誌を進めます

外国語としての日本語

広 瀬 英 史 個 際文化学科准教授)

タゝ国始としての日本歳｣とは何か..それは外国bBをE]本b急として見るという視点を恵

なします てはその視点とはどのような視点でしょうか｡それは日jb.謡を看視的に眺

める視点のことてす 私を含め多くの人が､E]本にいて､日本語だけに囲まれた生活

のqlで育ちましたDこのような環境では日本語を当たり前のように考えがちです さ

らに､アウンの呼顎による日本語の会議でさえも､当たり前のように考えがちてす こ

の頴娃ては､-つ-つの具体例を取りあげて､I日本主副こ刊する当たり前｣に野間を

持 -てもらいたし､と思い富す その好問をigeして､El本譜を客観的に眺める視涼とい

うものに､触れてもらおうと思います｡

多文化社会に向かう日本
～韓国の変化を視野に～

池 上 重 弘 個 際文化学科敢掛

師岡鼎ではプラシIL人の定住化b進み､ ], l かれらをE本社会の梢成員としてPう受け

入れるかか大きな社会的は鎚となっています 近年､足岡許可私産の開始と在朝外

国人処遇峯遼遠の制定によって外国人政策を火幅に転換した印画の動向を視野に

入れなから､日本における多文化共生のあり方を考えますし

●会場 :南棟2階280中講義室

●時間 :13時30分～15時30分 (質疑応答･休憩含む)

中東から国民国家を考える

徳 増 克 己 個 際文化学科准教授)

オスマン帝国に代表されるイスラーム諸主調は､多様な住民を宗教共同休出位で掌

枚をおおむね平和姓に壷配してきましたdEE)昆-民族という外用の発煙か､この扶序

にいかに破堤的な効果をもたらすことになったかについて考えてみたいと思いまう〕

日本とビルマ(ミャンマー)
～過去･現在･未来～

田 辺 寿 夫 (外部削 両 ジャーナリスト)

日本にはおよそ1万人のヒルマ(ミ1,ンマー)人か住んてい許す･ビルマ人たちの多く

は日木投網に保護を求め､難民認定を甲喜汚します.ここ数年､日ふて難民として認め

られる外国人のうち8割以上はビルマ昆締着です 彼ら､彼女らの日揮ての8回民主r

化のr=めの語物を追い､軍習政権下のビルマでなにか起こっているのか､民主化へ

の展望はあるのかを考えたいと思い富す.

L階段 エソトラノス

280 中 講 義 室


